
　

　

　

文責 校長 東野 裕賢
東風

◆感謝　気品　主体的
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令和7年4月11日

第１号東風
４月８日 「始業式・入学式」挙行！

～令和７年度、西中学校の新たなスタート～

４月８日（火）、校庭の桜がこの日を待っていたかのように満開と

なり、まさに春が訪れました。午前に２・３年生の始業式を体育館

にて実施、午後には、新入生１２９名を迎え保護者・教職員による

入学式を挙行しました。新入生の皆さんの表情は、緊張感の中にも

有意義な中学校生活を送ろうとする意欲にあふれたものでした。

新入生代表の中川さんの

『誓いの言葉』には、「新

しい友達との出会いや中学校での勉強、部活動など、これからの学

校生活を考えると期待と希望で胸がいっぱいです。学業や部活動に

励み、さらなる高みを目指して努力していきます。一方で不安もあ

りますが、仲間と協力して乗り越え、一日一日を大切に悔いのない

中学校生活を送りたいと思います。」とありました。

いよいよ全校生徒４３５名で「西中丸」は新たな船出です。一人

ひとりが西中生としての自覚と責任をもち、自分の目標に向かって

たくましく進んでいくことを願っています。

私は入学式で、本校の目指す生徒像である「感謝」「気品」「主体的」について話をしました。

保護者・地域の皆様には、生徒の健やかな成長

を目指し、より一層学校・家庭・地域が一体と

なった教育推進のため、ご理解・ご協力ならびに

ご支援いただきますよう、本年度も引き続きどうぞよろしくお願いします。

雄飛

「感謝のできる生徒」
今いることは当たり前ではありません。自分で学習ができること、友達と話ができること。その感謝の気持ち

があれば、何事に対しても逃げずに、意欲をもってしっかりと取り組むことができます。

「気品のある生徒」
自分の行動によって、周りの人の接し方が変わります。正しい言葉

遣い、振る舞い、そして思いやりの気持ちで行動するなど、自分自身

の「品格」を持って生きることが大事です。

「主体的に生きる生徒」
これからは、自分で考え判断・行動できる人が求められます。その

ため、将来に向け、自分の目標をしっかりともち、自ら、自分を律しながら、たくましく生きていくことを目指

してください。

これら３つをあわせて、「西中プライド」と呼んでいます。西中生としての「自信と誇り」をもち、

３年間で大きく成長していってほしいと願っています。



生徒の皆さんの活躍の様子を、学校ホームページに

掲載していきます。

地域とともに生きる学校づくりを進めてまいります

ので、是非ともご覧ください。

「長浜市立西中学校ホームページ」

http://nishi- ms.nagahama.

ed.jp/wordpress/

【ＱＲコード】→

８日（火） 始業式・入学式

９日（水） １年生を迎える会

１０日（木） 発育測定（２・３年）内科検診（3年１-３組）

１１日（金） 発育測定（１年）内科検診（3年4,5組 7,9組）

生徒会委員会

１４日（月） ２年曳山ボランティアガイド

３年全国学力学習状況調査

１５日（火） 曳山祭・西中茶屋

１６日（水） ３年振替休業

１７日（木） ３年全国学力学習状況調査

生徒会委員会

１９日（土）～２１日（月） ３年修学旅行（沖縄方面）

２１日（月） １年情報モラル教室

２２日（火） ３年振替休業

２４日（木） 内科検診（1年）

２５日（金） 議案書学級討議

行事予定 「「西中学校ホームページ」

ご覧ください！

＊個人情報の取り扱いには十分ご注意ください。

令和７年度 長浜市立西中学校 学校経営管理全体計画（構想）一部 ●経営スローガン

【 笑顔・信頼・自律 】

学校教育目標

「人格を高め

社会に貢献できる生徒の育成」

＝ めざす生徒像 ＝

☆感謝のできる生徒

☆気品のある生徒

☆主体的に生きる生徒

＝ めざす学校像 ＝

一人一人のいのち輝く西中学校（楽校）

＝ 本年度指導の重点 ＝
生涯にわたって「VUCA（予測困難）の時代を生き抜く生徒」の育成のために

〇 学ぶ力の向上（生徒主体の学び）

～ 「授業」で一人一人の主体性を

〇 自走する力の向上（自律）

～ 生徒が主体となる活動・集団づくりを

＝ めざす教師の重点 ＝

☆『凡事徹底』『率先垂範』の徹底 ～「プロの教職員」として自らの姿で

☆『学校組織』として信頼関係の構築

～「チーム西中」生徒・保護者・地域とともに

☆『DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）』の思考

～「目的と手段」の明確化、事実に基づく

すべての子どもたちが「真の学力」

を身に付けるために

１ 生徒が主体となる「長浜スタイ

ル」の構築

～【授業改善】～学ぶ姿の変革

・個別最適・協働的な場づくり

・ICT機器のさらなる有効活用

２ 「わかる」「楽しい」授業の創

造

・「読み解く力」の視点を踏まえ

た授業づくり

３ 学校とつながる家庭学習

・AI型ドリル教材による連携

・授業連携と家庭学習の習慣化

４ 立腰タイム・朝読書・補充学習

の実践・充実

「確かな学力」を育む

授業の創造

１ 基本的な「型」の指導

・「時を守り 場を清め 礼を正

す」

・「あ・す・こ・そ・は」運動の

展開（挨拶・ｽﾏｲﾙ・腰骨・掃除

はきもの）

２ いじめ問題に係る「当事者意

識」

・アンテナ→ソナー→イメージ

３ 生徒が活躍・躍動する場づくり

・生徒会活動、部活動の活性化

・子ども主体の新たな枠組みへの

転換

４ 「自信と誇り」が持てる場づく

り

・【西中ブライド】～自主・自律

の力

５ 事実は唯一無二

生徒指導の基本

「非認知能力」は人間形成の基本

「自尊感情」の育成

１ 心を耕し、いのちを輝かせる

道徳教育

２ 伝統文化学習の充実

・礼儀作法、豊かな美意識と

感性、集中力と忍耐力、社

会に尽力

３ 特別支援教育の視点に立った

授業

４ 人権教育・情報モラル教育の

充実

５ 温かく美しい環境づくり

心に響く掲示物、整頓された

教室

「豊かな心」を涵養する

「心の教育」の実践

１ 「学校運営協議会」、

「We love 西中」、

「ＰＴＡ」の連携、事業の

推進

２ 「伝統文化学習」～地域資

源を生かした取組

３ 「ユネスコスクール」とし

ての役割

～持続可能な社会の担い手

づくり

４ 「あいさつ」の飛び交う学

校

地域でも心を込めたあい

さつ

５ 学校ホームページや「学校

報」等からの情報発信

「地域」とともに

「生きる」学校


